
図1　今回のテーマは，ダイレクト・サンプリングFM SDR FMDDC−3のダウン・サンプラの実体「CICフィルタ」と「FIRフィルタ」
SDRの信号処理の大部分は，帯域幅を狭くして目的の信号を抽出するフィルタリング処理．最終的に必要な信号の帯域幅に合わせて，サンプリング
周波数を下げる
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最初に，A−Dコンバータが出力するディジタル信号
の中心周波数をミキサで0 Hzにシフトし，フィルタ
リング処理をしながらサンプリング周波数を下げます．
この機能をダウン・サンプラと呼びます．
　ここで，サンプリング周波数が122.88 MHzのA−D
コンバータを搭載するFMDDC−3（PRO版）を例に，
ミキサとダウン・サンプラの周辺で，受信した信号の
スペクトラムが周波数シフトとフィルタリング処理に
よって変化するようすを考察します．

● スペクトラムの変化
　図2と図3に，ミキサの入力信号とダウン・サンプ
ラの入出力信号のスぺクトラムを示します．
▶A−D変換処理の前後
　A−Dコンバータには，アンテナで受信したFM電
波が入ります［図3（a）］．
　FM放送バンド（76 M〜95 MHz）は，第2ナイキス

　レシーバの基本性能といえば，Sが頭文字の次の3
つです．
（1）感度（sensitivity）
（2）選択度（selectivity）
（3）安定度（stability）

　感度は，A−Dコンバータ，アナログ・フロントエ
ンドで決まります（連載 第2回と第5回を参照）．安定
度は，周波数シフトの基準を決めるNCOが大きく関
わっています（連載 第3回を参照）．
　今回は，選択度に関わるディジタル信号処理の最初
の部分のフィルタリング処理「CICフィルタ」を考察
します．

FPGAの最初の処理
「ダウン・サンプラのふるまい」

● FPGAの最初の処理
　図1に示すように，FMDDC−3上のFPGAはまず
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